2021.5.19 オンライン
第2回産学連携研究（文部科学省SciREX共進化）勉強会　概要

1. [bookmark: _GoBack]日時　2021年5月19日（水）　18時50分～20時20分
2. 場所　オンラインセミナー
3. 出席者
	氏　　名
	所　　属
	
	5/19出欠 
	備考

	岡添巨一
	外務省/FAO
	講演者
	〇
	前 捕鯨担当

	鈴木千賀
	九州大学
	研究代表者
	○
	水産・水産政策

	竹村明洋
	琉球大学
	研究協力者
	〇
	水産・水産社会連携

	瀬名波出
	琉球大学
	研究協力
	×
	水産・工学

	難波謙二
	福島大学（鈴木・岡添関係者）
	研究協力
	　 〇
	水産・水産物の安全

	徳山英一
	高知大学（東京大学海洋研）
	研究協力
	〇
	海洋・コアセンター

	大島俊一郎
	高知大学
	研究協力
	×
	水産・魚病 ワクチン

	藤川清史
	名古屋大学・愛知学院大学
	研究協力者
	〇
	追加/菅沼（急看）

	松本拓郎
	防災科学技術研究所（文科省）
	主行政担当者
	〇
	科学技術政策

	中川尚志
	文部科学省
	行政担当者
	〇
	科学技術政策

	岸良優太
	文部科学省
	行政担当者
	〇
	科学技術政策

	石田実
	九州大学（非常勤）
	研究補佐
	〇
	水産・水産資源

	行武晋一
	創造工学研
	研究補佐
	〇
	－

	小島大地
	九州大学事務部
	進行
	〇
	－

	赤島しおり
	九州大学
	研究補佐
	〇
	医学府


　※九州大学科学技術イノベーション政策分析講義との共催

4.議題
１：開会の挨拶と講師紹介（鈴木千賀）：高知県生まれ 水産庁国際課捕鯨企画班 国際専門官経て現職

２：講義（講演）
講演者：外務省 在 イタリア日本国大使館一等書 記官/対FAO日本常 駐代表代理　岡添巨一氏
演題：「世界の水産政策とFAO」
隣国に近い九州沖縄エリアの事情を見据えた上「沖合漁業等をめぐる国際情勢」について話題提供有
→院・西村太一　(質問：日本の水産業の戦略について、地中海地域の領海の現状について)
→院・内田祐紀哉(質問：FAOの途上国に対する取り組みについて)
→院・吉山恭子　(質問：魚の高騰が目立つ現状、この状況は今後変化するか)

３：閉会の挨拶：（鈴木千賀）:JPO制度や大学との関係、IUU漁船リストに関する情報など

４：SciREX事業関係者交流会
参加者：岡添、鈴木、竹村、徳山（協力）、松本、中川、岸良、石田、小島
学生の派遣やFAOとの連携について、FAOと大学と文科省との交流が深められた
以上
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